
２０１４年(平成２６年)４月１５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１７４８号(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 （２）

〈地域包括診療料・地域包括診療加算〉
Ｑ１　患者の担当医について、担当医以
外が診療を行った場合でも算定できるの
か。
Ａ１　算定できません。担当医により指
導および診療を行った場合に算定すると
されています。　
Ｑ２　院外処方を行う際の24時間対応薬
局の定義とはどのようなものか。
Ａ２　24時間対応薬局とは、以下を満た
す薬局とされています。
　①保険薬剤師が患者の求めに応じて24
時間調剤等が速やかに実施できる体制を
整備している。
　②当該保険薬局は、当該担当者および
当該担当者と直接連絡がとれる連絡先電
話番号等、緊急時の注意事項等につい
て、原則として初回の処方せん受付時に
（変更があった場合はその都度）、患者
またはその家族等に対して説明の上、文
書（これらの事項が薬袋に記載されてい
る場合を含む）により交付している。

〈在宅患者訪問診療料〉
Ｑ３　在宅患者訪問診療料について、カ
ルテに記載すべき項目が追加されたの
か。
Ａ３　従前の訪問診療の計画および診療
内容の要点をカルテ記載することとあわ
せて、以下の項目が追加されました。
　①カルテに診療を行った日、診療時間
（開始時刻と終了時刻）および診療場所
を記載
　②同一建物居住者の点数を算定する場
合は、別紙様式14「訪問診療に係る記録
書」をレセプトに添付する（患者が要介
護度４以上または認知症老人日常生活自
立度判定基準におけるランクがⅣ以上の
場合は添付の必要はない）

〈在宅時医学総合管理料〉
Ｑ４　在宅時医学総合管理料・特定施設
入居時等医学総合管理料は、訪問診療と
往診をそれぞれ１回行っていれば算定で
きたが、４月以降も同じ取り扱いでよい
か。
Ａ４　算定要件が変更され、在宅患者訪
問診療料を月２回以上算定した場合にの
み算定できることとされました。このた
め、往診が算定要件のカウントから除外
されました。

〈向精神薬多剤投与〉
Ｑ５　精神科外来支援・指導料につい
て、１回の処方において３種類以上の抗
不安薬、３種類以上の睡眠薬、４種類以
上の抗うつ薬または４種類以上の抗精神
病薬（「向精神薬多剤投与」）を行った場
合、10月より算定できないこととされた
が、いかなる場合でも算定できないの
か。
Ａ５　向精神薬多剤投与の場合であって
も、以下のいずれかに該当する場合は算
定できることとされました。
　①他医療機関ですでに向精神薬多剤投
与されている患者が受診した場合、当該
医療機関の初診から連続した６カ月間
　②薬剤の切り替えが必要で、すでに投
与済の薬剤と新しい薬剤を併用する連続
した３カ月間
　③臨時に投与した場合（抗不安薬およ
び睡眠薬は臨時に投与した場合も種類数
に含める）
　④抗うつ薬、抗精神病薬に限り、精神
科の診療に係る経験を十分に有するとし
て届け出た医師が投与する場合
　なお、投薬における処方料、薬剤、処
方せん料に対する向精神薬多剤投与の場
合も同じ取り扱いとなります。

〈一般病棟・特定除外患者の取り扱い〉
Ｑ６　一般病棟入院基本料（７対１・10
対１）に90日を超えて入院している患者
は、これまで「特定除外患者」として、
出来高算定し、平均在院日数の算出から
除外されていたが、経過措置が終了する
10月以降どのような取り扱いになるの
か。
Ａ６　10月１日以降は下記のいずれかを
選択することとなります。
　①出来高算定とした上で、平均在院日
数の計算対象とする
　②届出を行った上で療養病棟入院基本
料１の点数を算定し、平均在院日数の計
算対象としない
　なお、②を選択した場合は次の取り扱
いとなります。
　ア　2014年３月31日に入院している患
者は、当分の間、医療区分３とみなす
　イ　１病棟のみ２室４床まで出来高算
定でき、平均在院日数の計算対象から除
外する（要届出・2015年９月30日まで）

新 点 数 QQ&AA（その２）

〈１〉補管期間中の事前承認ブリッジの扱い
　P85-86　クラウン・ブリッジ維持管理料（P84　通則20の「イ」も同様）
通知
（７ ）「注１」の「歯冠補綴物またはブリッジ」を保険医療機関において装着した日
から起算して１年を経過した日以降２年を経過するした日までの間に，外傷、腫
瘍等（歯周疾患が原因である場合を除く．）によりやむを得ず隣在歯または隣在
歯および当該歯冠補綴物が装着された歯もしくは当該ブリッジが装着された支台
歯を抜歯し，ブリッジを装着する場合には，あらかじめその理由書，模型，エッ
クス線フィルムまたはその複製を地方厚生（支）局長に提出し，その判断を求め
るものとする．また，添付模型の製作の費用は，基本診療料に含まれ，算定でき
ないが，添付フィルムまたはその複製については区分番号E100に掲げる歯，歯
周組織，顎骨，口腔軟組織および区分番号E300に掲げるフィルムに準じて算定
するして差し支えない．ただし，算定にあたっては診療報酬明細書の摘要欄に算
定の理由を記載明記すること．（以下省略）

解説
　３．補管期間中の事前承認ブリッジの扱いが下記のとおり変更された。

〈２〉加圧根管充填処置は根充と併せて算定
　加圧根管充填処置について、P111改定事例２で、「根管充填後、当日X線撮影がで
きない場合は、後日、X線撮影を行い、気密な根管充填を確認した段階で算定する」
内容で掲載していますが、３／31付で出された疑義解釈（その１）問13によって、
「隣接する複数歯に対して根管充填を行い、後日にまとめてＸ線撮影を行う場合など
の特別な理由がある場合は、根管充填および加圧根管充填処置の算定と異日にＸ線撮
影を行い根管充填の状態を確認しても差し支えない。この場合において、その旨をカ
ルテおよびレセプト摘要欄に記載する」と明記されました。以下の通り訂正します。
P64　加圧根管充填処置
解説 　１．…それぞれ１歯につき根管充填と併せて算定する。
P111　改定事例２

医 科

は
、
単
に
あ
る
医
療
行
為
の
点

数
が
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
と
か
マ

イ
ナ
ス
に
な
っ
た
と
い
う
も
の

で
は
な
く
、
民
間
の
中
小
病
院

に
急
性
期
医
療
を
担
わ
せ
な
い

と
い
う
意
図
を
も
っ
た
も
の
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

―

消
費
税
増
税
に
と
も
な
っ

て
厚
労
省
は
診
療
報
酬
で
手
当

て
を
し
た
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
全
く
の
ご
ま
か
し

で
す
。
私
の
病
院
で
試
算
を
し

た
と
こ
ろ
、
診
療
報
酬
で
の
補

て
ん
を
考
慮
し
て
も
４
０
０
万

円
も
損
税
が
増
え
ま
す
。
大
阪

府
私
立
病
院
協
会
が
行
っ
た
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
で
も
27

病
院
中
23
病
院
が
改
定
に
よ
る

補
て
ん
で
は
損
税
を
カ
バ
ー
で

き
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
で
は
、
各
病
院
と
も
に
コ
ス

ト
削
減
を
さ
ら
に
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
地
域
医
療
に
悪
影

響
が
出
る
の
は
明
白
で
す
。

　

―

厚
労
省
は
い
わ
ゆ
る
「
７

対
１
」
の
急
性
期
病
床
を
、
今

　

―

今
回
の
診
療
報
酬
改
定
が

病
院
に
与
え
る
影
響
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

二
つ
の
大
き
な
問
題
を
指
摘

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
つ
は

消
費
税
増
税
に
よ
る
損
税
の
大

幅
な
拡
大
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
今
回
の
改
定

明石市・大久保病院明石市・大久保病院

吉岡　巌先生

２
０
１
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
②

２
０
１
４
年
度
診
療
報
酬
改
定
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
②

地
域
の
救
急
医
療
が

 

壊
さ
れ
る

病　院

回
の
改
定
で
現
在
の
36
万
床
か

ら
９
万
床
削
減
す
る
と
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
改
定
で
は
急
性
期
病

床
を
削
減
す
る
た
め
に
主
に
四

つ
の
制
度
変
更
を
行
い
ま
す
。

　

一
つ
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

重
症
度
の
高
い
患
者
を
入
院
さ

せ
な
け
れ
ば
急
性
期
病
床
と
認

め
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
急
性
期
病
床
の

要
件
で
あ
る
平
均
在
院
日
数

「
18
日
以
下
」
の
計
算
対
象
か

ら
除
か
れ
て
い
た
、
90
日
を
超

え
て
入
院
し
て
い
る
特
定
除
外

患
者
の
入
院
日
数
を
、
平
均
在

院
日
数
に
含
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
こ
の
要
件
を
満
た
す
こ
と

を
困
難
に
し
た
こ
と
で
す
。

　

三
つ
目
も
平
均
在
院
日
数
に

関
連
し
ま
す
が
、
子
宮
頸
部

（
膣
部
）
切
除
術
な
ど
、
比
較

的
短
期
間
で
退
院
が
望
め
る
疾

患
に
よ
る
入
院
を
、
包
括
点
数

と
し
た
上
、
平
均
在
院
日
数
の

計
算
か
ら
外
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
診
療
報
酬
改
定
が
地

域
医
療
や
医
療
現
場
に
与
え
る

影
響
を
探
る
「
２
０
１
４
年
度

診
療
報
酬
改
定
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
」
の
２
回
目
。
今
回
は
急
性

期
病
床
を
持
つ
大
久
保
病
院
の

吉
岡
巌
先
生
に
、
改
定
が
病
院

に
与
え
る
影
響
を
聞
い
た
。

　

つ
ま
り
、
長
期
的
入
院
を
平

均
在
院
日
数
計
算
に
含
め
る
一

方
で
、
短
期
間
の
入
院
を
計
算

か
ら
外
す
こ
と
で
、
急
性
期
病

床
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
を
困

難
に
し
、
急
性
期
病
床
を
削
減

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

　

四
つ
目
は
、
患
者
が
自
宅
な

ど
へ
退
院
す
る
割
合
（
在
宅
復

帰
率
）
75
％
以
上
を
急
性
期
病

床
の
要
件
と
し
た
こ
と
で
す
。

　

―

こ
う
し
た
改
定
で
地
域
医

療
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
。

　

現
在
「
７
対
１
」
や
「
10
対

１
」
で
急
性
期
や
亜
急
性
期
を

担
っ
て
い
る
病
院
の
中
に
は
、

今
回
の
厳
し
く
な
っ
た
要
件
を

満
た
せ
ず
、
急
性
期
や
亜
急
性

期
医
療
の
提
供
が
で
き
な
く
な

る
病
院
も
多
数
出
て
く
る
で
し

ょ
う
。
そ
う
な
れ
ば
現
在
、
こ

う
し
た
病
院
が
地
域
で
担
っ
て

い
る
救
急
の
受
け
入
れ
な
ど
が

困
難
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
90
日
を
超
え
て
入
院

さ
れ
て
い
る
患
者
さ
ん
は
行
き

場
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

私
の
病
院
で
も
、
入
院
が
長

引
き
そ
う
な
患
者
さ
ん
の
受
け

入
れ
が
難
し
く
な
る
こ
と
を
懸

念
し
て
い
ま
す
。

　

―

地
域
医
療
を
充
実
す
る
た

め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
。

　

そ
も
そ
も
、
厚
労
省
は
「
７

対
１
」
の
病
床
は
濃
密
な
医
療

を
施
す
も
の
と
し
て
い
ま
す

が
、
現
場
で
は
そ
れ
で
も
人
手

不
足
で
す
。
国
は
、
こ
れ
ま
で

看
護
師
な
ど
医
療
ス
タ
ッ
フ
の

養
成
を
怠
っ
た
こ
と
を
棚
に
上

げ
て
、
貧
弱
な
医
療
資
源
の
や

り
く
り
を
こ
う
し
た
形
で
現
場

に
押
し
付
け
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

国
は
、
地
域
医
療
を
守
る
た

め
に
、
無
理
な
病
床
再
編
を
や

め
、
診
療
報
酬
を
抜
本
的
に
引

き
上
げ
る
と
と
も
に
、
医
師
や

看
護
師
な
ど
医
療
ス
タ
ッ
フ
を

増
や
す
べ
き
で
す
。

歯科　新点数テキスト『2014年改定の要点と解説』訂正

改定前 改定後
・補管算定から１年超２年以内
・ 補管を算定した歯冠補綴物の隣在歯または補管
を算定したブリッジの隣在歯をやむを得ず抜歯

・補管算定から２年以内
・ ①補管を算定した歯冠補綴物の隣在歯または補
管を算定したブリッジの隣在歯をやむを得ず抜
歯②補管を算定したブリッジの隣在歯およびそ
のブリッジの支台歯をやむを得ず抜歯※③補管
を算定した歯とその隣在歯をやむを得ず抜歯

・抜歯の原因が歯周疾患ではなく、外傷、腫瘍などの場合
・ あらかじめ理由書、模型、エックス線フィルムまたはその複製を地方厚生（支）局長に届け出る
（※の例：②１①ブリッジで①と隣在歯２番を抜歯→③②１１２③）

４／15 ２ 根充（CaN＋Ｇ．ポイント） 68 68
加圧根管充填処置（CRF）（改定前は加圧根充加算） 128 130

４／22 １ 根充（CaN＋Ｇ．ポイント） 68 68
加圧根管充填処置（CRF）（改定前は加圧根充加算） 128 130

１２ X-Ray（D）１Ｆ（所見　略） 38 38

正誤表
誤 正

P13 点数表・在宅 在宅患者緊急時等カンファレンス料
……200

在宅患者緊急時等カンファレンス料
……200（注．点数への網かけはない）

P54　訪問歯科衛生指導料 解説 　１．…場合の患者への提供
文書には…

解説 　１．…場合のカルテには…

P109　改定事例８の２行目 また同月に同一建物内で また同日に同一建物内で

歯科新点数に関するお問い合わせは、☎078－393－1809 歯科部会まで




